
新入生ならびに保護者のみなさま 

 

帝京大学・帝京大学短期大学 

 

入学準備教育「学問サキドリプログラム」のご案内 

 

合格おめでとうございます。 

皆様、本学への入学を心待ちにされていらっしゃることと思います。一方、入学後の学びについて、まだあ

まり具体的なイメージがわいていない方や、授業についていけるか不安を感じている方もいらっしゃるでし

ょう。 

 

本学では、入学予定者の皆様に入学前の準備教育として「学問サキドリプログラム」を受講していただいて

います。入学後の学びの土台として、「主体的な学びの方法」「入学後の学びの内容」「必要となる基礎知識」

の理解を深めることができるプログラムです。皆様に入学後の学びをスムーズにスタートしていただきたく、

本プログラムの受講を推奨しておりますので、ぜひ積極的に取り組んでください。 

 

「学問サキドリプログラム」は有料のプログラム（28,600円）です。受講には各自で申し込みが必要です

ので、以下の案内をよく読み、手続きをしてください。ただし、ご家庭の事情等、何らかの理由で受講が難し

い場合には、大学へのご連絡は不要です。また、教員が受講結果を入学後の指導の参考にする場合がありま

すが、入学後の成績評価に影響することはありません。 

 

本プログラムの運営は、「ベネッセグループ 株式会社進研アド」に委託しています。プログラムの内容や 

申込方法に関する疑問点・不明点は、次ページ以降をご覧いただいたうえ、下記の「学問サキドリ 問い合わ

せセンター」までお尋ねください。 

 

皆様とお会いできることを、教職員一同楽しみにしております。 

以上 

 

 

 

ベネッセグループ 株式会社進研アド 学問サキドリ問い合わせセンター 

☎ 050-3085-4518 [土日祝日及び年末年始(12/29～1/3)を除く月曜日～金曜日 9：00～17：00] 

✉ sakidori@ad-mediapartner.com 

※ 「入学予定の大学・学校名」「ご自身またはお子様のお名前」「お問い合わせ内容」を本文に記載のうえご連絡ください。  

※ 返信はお問い合わせいただいたメールアドレス宛に差し上げます。お返事まで 2～3営業日お時間をいただきます。 

※ 「sakidori@ad-mediapartner.com」からのメールを受信できるよう、ドメイン設定を解除してください。 

学問サキドリプログラムに関するお問い合わせ 



※各設問に対して「とてもあてはまる」「まああてはまる」と回答した方の割合

※一部抜粋

帝京大学・帝京大学短期大学

プログラムに取り組んだ感想

帝京大学・帝京大学短期大学 2023年度入学生 「学問サキドリプログラム 受講後アンケート」より

・大学での過ごし方やレポートの書き方などを学ぶことが出来た。大学で身につけた
い力や興味のある分野をしっかりと考え実行に移していきたい。（心理学科）

・学問に対する視野を広げることが大切であると気づきました。（法律学科）

・色々な分野を学び視野が広がった。高校の復習の単元もあり飽きずに取り組むこと
ができた。少し余裕を持って4月のスタートを切れたと思う。（社会学科）

・大学では常に頭を働かせて疑問点がないかどうかを自分に問いかけながら学んで
いきたい。（教育文化学科）

・問題点をしっかりと解決する力をつけることができた。専門的なことも多かったが、
これからの生活や勉強につなげていきたい。（地域経済学科）

学問サキドリプログラムを受講した先輩の声

受講後のアンケート結果

実際に「学問サキドリプログラム」を受講した先輩の声を紹介します。

多くの方が「学びのイメージがわいた」「必要な知識やスキルがわかった」など、さまざまな効果を実感しています。
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プログラムの特長や先輩の実感コメントを紹介しています！ 



 

https://apply.sakidori-study.ne.jp/regist/mail/4244G 

 

（全国） 

https://apply.sakidori-study.ne.jp/regist/mail/4244G


 



合格おめでとうございます。

「入学準備教育」とは？

入学準備教育は、全国の大学のうち約９割が実施しており、近年は実施する大学がますます増える傾向にあります。

入学準備教育の実施背景には、下記の２つの視点があります。

「入学準備教育」の特徴は？　受講するとどんなメリットが？

身近なテーマを用いた課題を、調べ学習を通して取り組んだり、推奨の受講スケジュールをもとに
自身で学習計画を立てたりすることによって、主体的な学習習慣を身に付けます。

入学後の学びに沿った内容に取り組み、入学後に必要となる知識・スキルへの理解を深めます。

高校までの学びを復習しながら、得意分野と苦手分野を確認することによって、
学習面での不安を軽減します。

保護者の方へ 帝京大学・帝京大学短期大学

入学準備教育「学問サキドリプログラム」のご案内

高校と大学・学校の学びは違い
「主体的に学ぶ姿勢」が必要

基礎を復習、苦手分野を確認し
入学後の学びの質が向上

保護者の方々にとって、これまで経験のない急激な社会環境の変化の中では、先入観や既成概念にとらわれず、
お子さまと一緒に大学・学校での学びを見つめていくことがこれまで以上に重要になるでしょう。入学前のいま、期
待とともに不安も抱いておられるかもしれません。この案内書では、本学が教育支援の一環として行っている入学
準備教育について紹介しています。安心して大学・学校生活をスタートできるよう、ご一読いただければ幸いです。

本学の入学準備教育の特徴
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■ プログラム受講前

■ プログラム受講後

大学・学校では、興味・関心に合わせて自由に

学ぶことを選べる多くの機会に恵まれる一方で、

自身がめざす進路に向けて、自ら計画を立てて、

実行していく自主性が必要になります。

大学・学校での学びに対応できるよう、入学前

から主体的な姿勢・行動ができるように習慣を

つけておくことが大切です。

合格してから入学までの期間をどう過ごすか

が、その後の学びの質を左右します。この期間を

準備期間ととらえ、高校までの基礎の復習や、入

学後に必要となる知識やスキルの確認、お子さ

ま自身の得意分野・苦手分野を把握することに

より、入学後の学びをイメージし、自信をもって大

学・学校生活をスタートできるようになります。

※2023年度入学生全国平均

入学準備教育を受講し入学した、

現・1年生の満足度は非常に高く、

学びへの準備や自分を振り返る機会を

入学前に設けることにより、安心して

入学後の学習をスタートさせています。


